
福岡水技研報　第2号1994年3月

Bull. Fukuoka Fisheries Mar. Technol. Res. Cent., No2, March 1994

軟弱地盤用魚礁の蝟集効果

有江　康章・藤本　敏昭・上奏　智行・小林　信

(豊前海研究所)

The Fish Gathering on Fishing Reef for Soft Bottom

Yasuaki ARIE*1, Toshiaki FUJIMOTO*2,

Tomoyuki KOUZUMA and Makoto KOBAYASHI

(Buzenkai Laboratory)

福岡県豊前海は支持力の弱い軟泥域であり,従

来の魚礁・施工方法をそのまま用いての漁場造成

が不可能であったため,他の海域と比較して漁場

整備が大きく遅れていた。福岡県では1988年か

ら軟弱地盤域の漁場整備開発を目的に,支持力の

弱い泥にも埋没しない魚礁(軟弱地盤用魚礁)と

従来の魚礁でも物理的安定が保てる施工方法の改

良に取り組んだ1)。現在,豊前海沿岸の軟泥域を

対象に,魚礁による漁場整備が県により進められ

てはいるが,軟弱地盤用魚礁だけで構成されてい

る造成漁場がない。そこで,豊前市鉄工協会が通

産省の補助事業である電源地域産業育成支援事業

(平成3-5年度)を受けて開発した軟弱地盤用

魚礁を対象に,蛸集効果について調査検討した。

方　　　　　法

調査対象とした魚礁は,図1に示した豊前海南

部の水深7m,泥厚5mの海域に'91年9月17

日に沈設された5基の軟弱地盤用魚礁である。魚

礁の材質は鋼製で,縦3.6m X横3.6m X高さ

2m (27空m3/基)の大きさで,中心部と底部

に天然石を詰め込んでいる。鋼製部分の構造は5

基とも同じであるが,天然石の搭載量は魚礁によ

り若干異なる。

蝟集効果の調査期間は, '91年10月から'93年

3月とし,潜水調査と建網調査を月1回の割合で

実施した。

1.潜水調査

潜水による目視観察で,魚礁に蝟集している魚

介類の種類,大きさ,数量を確認した。ただし,

調査対象の魚介類は,当海域において水産資源と

して利用されている有用生物とした。

2.建網調査

一般漁業者は,網丈が約1.2mの三重網を使用

しているが,調査では,漁獲効率を高めるため,

網丈を1.5mと高くした特注の三重綱を用いた。

建網は,夕方設置し約14-16時間後の翌朝に取

り揚げた。使用した建網の構造を図2に示した。

試験操業は,対照区として軟弱地盤用魚礁から

200 - 300 m離れた軟泥区と磯地帯の梯型魚礁区・

タートル魚礁区についても実施した。梯型魚礁区

とタートル魚礁区の位置を図1に,魚礁の姿図を

図3に,各調査区の概要を表1に示した。

*1現福岡県水産林務部水産振興課,　*2現福岡県栽培漁業公社
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結果および考察

1.潜水調査

潜水目視による魚介類の蝟集状況を表2に示し

た。軟弱地盤用魚礁区で確認された魚類は,アイ

図1　調査海域と魚礁の位置

ナメ,アカカマス,アジ類,イシダィ,ウマゾラ

ハギ,カワハギ,キジハタ,ギンポ,クロダィ,

スズキ,ヒイラギ,マハゼ,メバルの13種,そ

の他の水産動物はマダコ,マナマコ,イシガニの

3種,計16種であった。

表1　建網調査を実施した調査区の概要

底質　　調　査　区　空m3/基　基数　総空m3設置年月水深(m)漁場評価

軟弱地盤用魚礁区　　　　　　　135 '91年9月　7

軟　泥　区　-　　　　　　　　　　　　7　　不良

梯型魚礁区　　　　10　　570　　年　　5　　普通

タートル魚礁区　27.3　101　2,757　　年　　5　　優良

魚礁で確認される魚介類の種類数や量が増えた

のは, '92年4月以降で,蝟集する種類数が多く

なるのは9月から11月の秋季であった。

魚礁を沈設した'91年9月から翌年の3月まで

は,水温の下降・最低期にあたり,魚礁の付着生

物も少なく魚礁効果がまだ十分に発揮されていな

かった時期と考えられる。 4月以降は,水温が上

昇し,当海域に来遊する魚種も増える時期である

が,魚礁も蝟集機能が備わってきたため,魚介類

の種類数と量が多くなったものと考えられる。し

たがって,当海域において,魚礁機能がある程度

網長:約21m　　　　沈子コード

図2　建網(三重網)の構造

備わるには,沈設時期にもよるが,少なくとも半

年が必要であると考えられる。

魚種別に蝟集状況をみるとアイナメ,メバル,

ギンポ,イシガニは,魚礁の沈設後1から4ケ月

には確認され,その後,周年をとおして多数確認

されている。また,磯地帯に生息するマダコやマ

ナマコも蝟集しており,これは魚介類の生活空間

を増やすために,魚礁内に詰めた天然石の効果と

考えられる。

2.建網調査

各調査区における魚種別漁獲尾数と重量を付表

1-8に示した。

調査結果の比較は,調査区により使用した建網

の枚数が異なる場合があったので5反に換算して

検討した。潜水調査による蝟集効果は,魚礁を沈

設した後約7ケ月以降から確認されたため,各調
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表2　潜水調査による魚介類の蝟集状況

上段:尾　数
下段:全　長　cm

年　　　　91　　　　　　　　　　'92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'93
月/日　10/23　11/17　12/10　1/7　　2/18　3/12　4/28　5/30　6/24　7/21　8/12　　9/9　10/6　11/5　12/16　1/14　2/18　　3/3

ア　イ　ナ　メ

アカ　カマス

ア　ジ　類1,000-　100-
2,000　　　200

(15-25) (15-25)

イ　シ　ダ　イ

ウマゾラハギ

カ　ワ　ハ　ギ

キ　ジ　ハ　タ

ギ　　ン　　ボ

ク　ロ　ダ　イ

ス　　ズ　キ

ヒ　イ　ラ　ギ

マ　　ハ　　ゼ

メ　　ノヤ　　ル　4-5

(10-15

マ　　ダ　　コ

マ　ナ　マ　コ

イ　シ　ガ　こ

20-30

(20-25)

100--200

(10-15

5-10

(15-20

10-15　10-15

(20-25) (30-35)

3-5　　10-15

(20-30) (15-30)　欠

2-3

(25-35)

5-10

(20-30)

3-5

(15-20

20-30　30-40　15-20　20-30　15-20

(10-15) (10-15) (10-15) (10-15) (10-15)

3-5

(20-30)

5-10　　5-10

(20-25) (10-15)

5-10

(15-20

5-10　15-25　100-200

(15-20) (15-20) (5-15

40-50　10-15

(10-20) (20-25)　欠

100-200

(15-20

測

25-30

(10-15

10-15　　3-5　　　3-5

(20-30) (10-20) (25-30)

25-30　10-15

(10-20) (15-30)

15-20　　8-10　　8-10

(10-15) (10-15) (10-15)

25--30

(10-15)

20-30

(5-10)

15-20

(10-15)

3--5

(15-20

8′-10

(10-25)

3-5

(10-15)

5-8

(15-30)

15-20　15-20

(10-15) (10-15

3-5　　　3-5

(10-25) (10-25)

8-10

(10-15

5-8

欠　(10-25) (10-25

20-25　15-20

(10-15) (10-15)

3-5

(15-30

2-3

(25-35

3--5

(15-25

-10　　3-5

(10-15) (10-15)

-10　　8-10

2-3　　　　　　　　　　-10　10-15

10-20　10-20　10-20　10-20　20-30　20-30　　　　　　　20-30　20-30　20-30　　　　　　　20-30　20-30　　　　　　　8-10
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軟弱地盤用魚礁

図3　魚礁の姿図

⑳軟弱地盤用魚礁区
○軟　泥　区

血梯塑魚礁区
Åタートル魚礁区
A-A

'92.4　　　　　　　7　　8　　9　10 ll 12'93.1 2　3

年・月

図4　建網調査における漁獲尾数の推移

査区における結果の比較は'92年4月から'93年

3月の資料を対象とした。

調査期間における漁獲尾数の推移を図4に示し

た。各調査区とも潜水調査の結果と同様に,春か

ら秋季に漁獲量が多く,水温が低下する冬季に少

ない傾向がみられた。

[- 1.21. -]

「　4.6-　」

タートル魚礁

これは,水温の上昇期には他の海域から来遊す

る魚種が増えるが,逆に,水温の下降期には他海

域へ移動するという移動生態を反映したものと考

えられる。

各調査区における,魚種別の漁獲尾数を表3に

示した。軟弱地盤用魚礁区は,軟泥区で漁獲され

ないメバル,スズキ,キジハタ,アイゴ,クロダ

イ等が漁獲されている。逆に,磯地帯の梯型・ター

トル魚礁の両区では少ないか,全く漁獲されない

シログチ,アカシタビラメ,マコガレイ,メイタ

ガレイ等が高い割合で漁獲されている。

軟弱地盤用魚礁区におけるシログチ,アカシタ

ビラメ,コチ,ヒイラギの漁獲尾数は軟泥区と比

較して同数か少なく,魚礁効果が期待できない魚

種と考えられる。
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軟弱地盤用魚礁の蝟集効果

次に,最も漁獲尾数が少ない軟泥区を基準1.0

にして各調査区を比較すると,タートル魚礁区が

4.6倍と最も高い値となった。次いで,軟弱地盤

用魚礁区の1.7倍,梯型魚礁区の1.2倍となり,

軟弱地盤用魚礁区の漁獲尾数は,若干ではあるが

梯型魚礁区を上回る結果となった。

表3　建網調査における魚種別漁獲尾数

魚種名　軟弱地盤用魚礁区　軟　泥　区　梯型魚礁区　タ一レ魚礁区

ゴ

メ

ス
ナ
マ

イ
　
　
カ

ィ
カ

ア

ア

ア

6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

8　　　　　3　　　　　4　　　　　　　80

2　　　　　　　　　　　　1

アカシタビラメ　　　　　　20　　　　21

イシガレイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

イ　シ　ダ　イ　　　　　　　2

イ　ボ　ダ　イ

ウマゾラハギ　　　　　　3

2

9

5

3

1

1

2

8　　　　　　　2

8

6　　　　　　15

2

1　　　　　　16

4

15

イaウヨシコ
1

シノコ

キサイマシ

1　　　　　　　3

3　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　7

53　　　　　28　　　　　25　　　　　　100

3　　　　　3　　　　　4　　　　　　　4

2

チグIシ 24

ス　ズ　キ　　　　　13

タケノコメバル　　　　　　　3

ダ　　　　ッ

トカゲエソ

48

27　　　　　　125

27

1

3

ト　ビ　ウ　オ

ネズミゴチ　　　　　1

ヒ　イ　ラ　ギ　　　　　　　4

マ　ア　ジ

マコガレイ　　　　　　15

マ　ダ　イ

マ　ハ　　ゼ

メイタガレイ　　　　　　　5

メ　　バ　ル　　　　　　　21

1

2　　　　　　　1

5

1

8　　　　　7　　　　　　　9

1

1

3

16　　　　　　　94

合　計　　　　　　207　　　119　　　144　　　　　551
軟泥区を1.0　　　　1.7　　　1.0　　　1.2　　　　　4.6
(調査期間: '92.4-'93.3

考 察

1.蝟集効果

潜水調査と建網調査において,軟弱地盤用魚礁

区で確認された魚類は26種,その他の水産動物

は3種であった。両調査の結果と魚種別の生活・

移動生態2)を基に推定した軟弱地盤用魚礁にお

ける種類別の出現時期を図5に示した。

次に,軟弱地盤用魚礁区で確認された魚介類

(ただし,魚礁による蝟集効果がないと判断され

る前記の4種類は除いた)の生態と利用する空間

を基に区分(滞泳型,遊泳型,接触型,底生型の

4タイプ)し,模式化したものを図6に示した。

今回調査対象とした軟弱地盤用魚礁は,遊泳す

る魚類から海底に定着する魚介類まで,幅広い生

態の生物が利用しており,多種類の水産資源が分

布している当海域に適した魚礁であるといえる。

2.経済的評価

建網調査において,漁獲された魚種の大きさと

鮮度および市場資料を参考に,想定した規格(高

価格,中価格,低価格,無価格の4規格)と単価

(円/Kg)を表4に示した。

表4　規格と単価表

単位:円/Kg
規　格　　　　魚　種　名　　　単　　価

キ

高価格魚種　　ス
(8種)　　カ

＼
、
ノジ

ズ
サ

タ
キ
ゴ

ク　ロ　ソ　イ　　　　　1000

タケノコメバル　　　　　1000

メ　　　ノ† ル

イ
チ

ダI
I

ク
　
コ

中価格魚種
(lo種)

ア
ア
イ
ウ
ク
マ
　
コ
　
コ
　
マ
ア

メナイ

メ

イ

ギ

メ

イ

チ

イ

イ

ゴ

レ

ハ

　

レ

　

ダ

タ

ガ

㌣

ジ

ガ

イ

ゥ

ダ

イ

が

シ

マ

　

コ

　

シ

シ

ヅ

　

　

ノ

　

/

　

ヨ

低価格魚種
(5種)

'
、
.
マ
丁
イ

イ

シ

カ

メ

キ

イ

シ
　
7
　
ワ

イ

キ

ギ

イ

ス

ダ

サ

ー

レ
ノ
ガ夕

無価格魚種
(9種)

ア
イ

マカカ

a求

I
I

シノコ

ミ
ア
ハ

ロ

　

ビ

ズ

シ
ダ
ト
ネ
マ
　
マ

グ
　
　
ウ

ゴ

チ
ッ
オ
チ
ジ
ゼ
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種名＼月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12

負

類

コ ノシ ロ

アカカマス

ア ジ 類

ヒイ ラギ
イシ ダ イ

ス ズ キ

キ ジハ 夕

シ ログ チ

コショウダイ
シマイサキ

クロ ダ イ

ネズミゴチ

ギ ン ポ

マ ハ ゼ

ア イ ゴ

カワハ ギ

ウマヅラバギ

メ ノヾ ル

クロ ソイ
タケノコメバル

カ サ ゴ

アイ ナ メ

コ チ
メイタガレイ

マコガレイ

アカシタビラメ
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I

図5　軟弱地盤用魚礁に出現する種類と時期
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軟弱地盤用魚礁の蝟集効果

一般的に,建網の漁獲物として市場に出荷しない

魚種については,たとえ自家用や餌として利用で

きる魚種であっても,無価格魚種として取り扱っ

た。

軟弱地盤用魚礁区と磯地帯の優良漁場であるター

トル魚礁区,および生産性が低い軟泥区における

規格別重量割合を図7に示した。比較した3調査

区のなかでは,軟泥区が最も高価格魚種の占める

割合が低く,無価格魚種の割合が最も高い。軟弱

地盤用魚礁区は,高価格,中価格,無価格魚種が

ほぼ同じ割合であり,タートル魚礁区と軟泥区の

中間的組成となっている。

革埜些二!

^M^ufflJSffij3&J^&　忘正喜≡≡正≡-

±±_二二_ ~t~~=~
--　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　　　　　　---　　　　---

:三三　ここ__　二

図6　軟弱地盤用魚礁に蝟集する魚介類のタイプと利用する空間

衷5　建網調査結果の比較

高価格　　中価格　　低価格　　無価格
規　　格

圏軟弱地盤用魚礁区□軟泥区田　タートル魚礁区

図7　3調査区における漁獲物の規格割合(重量)

建網調査における,調査区別の結果比較を表5

に示した。漁獲金額は,魚種ごとの漁獲重量に表

4の単価を乗じて求めた。

軟弱地盤用魚礁区は,軟泥区と比較すると漁獲

重量は2.3倍であるが,金額は7.7倍とさらに差

が大きくなる。これは,軟泥区の漁獲物がシログ

チ,コノシロ等の無価格魚種が多いのに対して,

調　査　区　種類数　漁獲尾数　漁獲重量(Kg)漁獲金額(円)

軟弱地盤用魚礁区22(2.8) 207(1.7)　26.7(2.3) 14,150( 7.7)

軟　泥　区　8(1.0) 119(1.0) ll.5(1.0)　1,843(1.0)

梯型魚礁区19(2.4) 144(1.2) 15.6(1.4) 12,146( 6.6)

タートル魚礁区26(3.3) 551(4.6)　72.7(6.3)　55,941(30.4)

*調査期間'92.4-'93.4

*( )内は、軟泥区を1.0とした場合

スズキ,キジハタ,メバル等の高価格魚種も漁獲

されているためである。

表5に示した建網調査の結果は, 5反の建網を

使用して毎月1回, 1年間操業したものとして得

られる漁獲物を比較したもので,魚礁の規模は考

慮していない。そこで,魚礁の規模を考慮した経

済的効果の試算を軟弱地盤用魚礁区とタートル魚

礁区について行った。なお,建網の漁業特性(有

効範囲,操業間隔等)については不明な点が多い
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ため,漁業者からの聞き取り調査等から大胆に試

算した。

魚礁の配置と建網の操業性から, 1回の操業で

最も多く建網を配置できるよう考慮したものを図

8に示した。また,同一漁場における建網の操業

間隔については,漁業者からの聞き取りを参考に

4日から5日とし,月に7回の操業が可能である

と仮定した。これらの仮定建網操業をもとに,両

調査区における経済的評価の試算を以下に述べる。

a)軟弱地盤用魚礁区

14,150円/5反・年(月1回操業) ÷5反×3反

×7回操業/月÷135空m3 -440円/空m3 ・年

b)タートル魚礁区

55,941円/5反・年(月1回操業) ÷5反×28反

× 7回操業/月÷2,757空m3 -795円/空m3 ・年

試算の結果,軟弱地盤用魚礁区は, 440円/空

m3 ・年で,タートル魚礁区の約55%であった。

しかし,軟弱地盤用魚礁は沈設後まもない上に,

規模もタートル魚礁区の20分の1と小さいため,

過小に評価されたことが考えられる。試算の対象

としたタートル魚礁区は,当海域における漁場の

中でも優良な造成漁場である。また,表5に示し

た建網調査結果の比較では,軟弱地盤用魚礁区は,

梯型魚礁区より良好な結果であった。以上のこと

から,現在,生産性が低いため漁場にならない泥

域においても,軟弱地盤用魚礁を設置することで,

梯型魚礁区に劣らない漁場を造成することが期待

できる。

また,梯型魚礁区とタートル魚礁区の漁場評価

を比較すると前者の方が明らかに低いが,この原

因としては魚礁の高さと配置が関係しているもの

と考えられる。タートル魚礁は,礁高が約2.5m

あり,魚礁の間隔も詰めて設置してある。一方,

梯型魚礁は,礁高が1.5mと低い上,礁の間隔が

広く個々の魚礁が孤立した形で設置されている。

軟弱地盤用魚礁においても同様のことが考えられ

るため,高い効果が得られるような魚礁の高さや

配置を検討する必要がある。

今回の結果からは,タートル魚礁区と同等の生

産性を持つ優良漁場を造成するためには,単に軟

泥上に軟弱地盤用魚礁を設置するだけではむずか

しく,覆砂等による底質改善を組合わせた漁場造

成の検討も必要である。

h　　　‖一十

タートル魚礁区

図8　建網数を最多にする配置

・要　　　　　約

軟弱地盤用魚礁における魚種の蝟集状況と経済

効果について検討した。

1)調査の対象とした魚礁は縦3.6mX横3.6m

x高さ2m(27空m3/基)の鋼製魚礁5基であ

る。魚礁の中心部と底には天然石が詰め込んであ

る。魚礁の沈設は, '93年9月17日であった。

2)潜水調査では14種類の魚種と3種類の水産

動物が確認され,蝟集する魚介類の種類数と量が

増えるのは, '92年の4月以降であった。
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軟弱地盤用魚礁の蝟集効果

3 )建網調査の対照区として軟泥城,磯地帯の梯

型魚礁区とタートル魚礁区を調査した。各調査区

とも春から秋季に漁獲量が多く,冬季は少ない傾

向があった。

4)建網調査の結果比較は,魚礁沈設の数カ月は

蝟集する魚介類が少ないことを考慮し'92年4月

から'93年3月までの一年間を対象とした。調査

結果は全て5反に換算した。

5)軟弱地盤用魚礁区は,軟泥区で全く漁獲され

ないメバル,スズキ,キジハタ,アイゴ,クロダ

イ等の魚種が漁獲され,磯地帯の梯型・タートル

魚礁の両区では少ないか,全く漁獲されないシロ

グチ,アカシタビラメ,マコガレイ,メイタガレ

イ等が多く漁獲された。

6 )軟弱地盤用魚礁区における,漁獲物の規格別

重量割合は高価格,中価格,無価格魚種がほぼ同

じ割合であり,タートル魚礁区と軟泥区の中間的

組成であった。

7 )軟泥区を基準に,建網の漁獲金額を比較する

と,梯型魚礁区が7倍,軟弱地盤用魚礁区が8倍,

タートル魚礁区が最も高く30倍であった。

8)魚礁の規模を考慮した試算では,タートル魚

礁区が795円/空m3 ・年,軟弱地盤用魚礁区が

440円/空m3 8年であった。
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付表1軟弱地盤用魚礁区における建網の漁獲尾数(5反換算)
単位:尾

年　　'91　〝　　〝　'92　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　'93　　〝　　〝　　合計

月/日10/2311/1712/10 1/17　2/18　3/12　4/28　5/30　6/24　7/21 8/12　9/9　10/6 ll/512/16 1/14　2/19　3/3

rzn

mm

アカカマス

アカシタヒ寸ラメ

イシタヾイ

2　　18

2　　　3　　　　　　　　3

3　　　　　　　6

11

2

20

2

ウマツ寸ラバキヾ

カワハキヾ

キシつ1タ

クロタやイ

クロソイ

5　　　2　　　2

3

2

12

5

3

コショウタつ

コノシロ

コ　チ

シマイサキ

シロクやチ

5　　48

3

2

14

3

53

3

2

24

ススヾキ

タケノコメ八つレ

日MffHfi

ヒイラキヾ

マコがレイ

2　　　5　　　　　　　3 21

3　　　　　　　　3

4

4

聖　　　　　　　要　　　　　　　望　　　　　　　は

メイクがレイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

メハつレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15　　　　　　21

合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23　　27　　57　　20　　　　　14　　　　　　　　　　　　　29　　　　　224
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付表2　軟弱地盤用魚礁区における建網の漁獲重量( 5反換算)
単位: g

年　　'91　　　　　〝　'92　　//　　〟　　　　　//　　〝　　//　　〝　　//　//　　〝　　〝　'93　　〝　　〝　　合計

月/日10/2311/1712/10 1/17　2/18　3/12　4/28　5/30　6/24　7/21 8/12　9/9　10/6 ll/512/16 1/14　2/19　3/3

アイコや

アイナメ

アカカマス

アカシタヒヾラメ

イシタやイ

883

1,275

153 1,442

400　　488　　　　　　563

585　　　　1,860

2,334

83

1,595

37

ウマツヾラバキ寸

如SEI

キシつ1タ

クロタやイ

クロソイ

1,767

1,863

955　　200　167

153

1,767

153

2,039

1,863

385

コショウタつ

コノシロ

コ　チ

シマイサキ

シロクやチ

513 4,955

370

167

640 1,910　　600

625

5,468

370

167

3,150

スス寸キ

タケノコメ八つシ

250　　667

ネスやミコやチ　　　　　117

ヒイラキヾ

マコがレイ

550 333 1,192　　　　　388 3,380

198　　　　　　　198

167

70

150　　　　108　　　　　845　　　　1,326

メイタがレイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　334　　　　　　　　　　　　　　　　　228　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　562

メ八つレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　225　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,255　228　1,708

合　計　　　0 1,084　667　　　0　883　　　02,4072,5875,396　6,230 1,642　6202,123 1,113　496　9482,883　228　29,307
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付表3　軟泥区における建網の漁獲尾数(5反換算)　　　　　　　　　　　単位:尾

年　'91　//　〝　'92　　〝　　〝　　〝　//　〝　//　//　〟　　〝　//　〝　'93　　〝　　〝　合計

月/日10/2311/1712/10 1/17　2/18　3/12　4/28　5/30　6/24　7/21 8/12　9/9　10/6 ll/5 12/16 1/14　2/19　3/3

アイナメ

アカシタヒヾラメ

コノシロ

コ　チ

シロクヾチ 3　　45

3

21

28

3

48

%M,

ヒイラキ寸

マコがレイ

Mm

メイクがレイ 2　　　　　　　3

2

5

3　　　8

2

5

合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　31　13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　125

付表4　軟泥区における建網の漁獲重量(5反換算)　　　　　　　　　単位: g

年　'91　〝　　〝　'92　　〟　　〟　　〟　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　'93　　〝　　〝　合計

月/日10/2311/1712/10 1/17　2/18　3/12　4/28　5/30　6/24　7/21 8/12　9/9　10/6 ll/512/16 1/14　2/19　3/3

アイナメ

アカシタヒヾラメ

コノシロ

コ　チ

シロクやチ

305

295　5,250

418　155 1,163

2,750

308

305

1,736

2,750

308

5,545

ESS'MM巳

ヒイラキ寸

マコがレイ

マハセヾ

メイタがレイ

33

233　　　　　　375

35

200

35

330　　495

33

608

合　計　　　0　233　　　　　0　233　　0　9755,285　7262,9051,163　　0　165　　　　　　　　　　　　0　33012,015
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付表5　梯型魚礁区における建網の漁獲尾数(5反換算)
単位:尾

年　　'91　　〝　　〝　'92　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝

月〇日10/2311/12 12/3 1/8

〝　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　'93　　〝　　〝　合計

2/5　3/5　4/15　5/12　6/16　7/14　8/26　9/2210/2211/2512/ll 1/6 2/10　3/3

アイナメ　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　2　　1　　　　　2

アカカマス

イホヾタやイ

カサコや　　　　　2　　3　　5　　　　　　　　　2　　1　　　　　3　　1

カワハキヾ　　　　　8　　　2

1　　1

8

1

1

1　　20

10

キシつ1タ　　　　　2　　　2　　　5

クシやメ

クロタやイ　　　　　2

コイチ

コショウタつ　　　　3　　　2.

‖
り

1

1　2

=

ニ

　

日

日

15

1

2

1

7

コノシロ　　　　　72　　　2

コチ　　　　　　　5

シロクやチ

スス寸キ　　　　　　3

タケノコメハつレ

2　　　3

[
旧
乱
　
　
　
　
　
日

2

1

2

e
U
l

蝣

r

-

H

　

-

^

H

 

C

O

 

C

O

 

T

-

i

l

L
O
 
C
O
 
C
O
 
C
O

1

7

　

2

99

il1

7

35

27

トカケやェソ

ネスやミコやチ

マコがレイ

マタやイ

マハセヾ

3

2

7

1

1

メハつレ　　　　　　　　　　2 9　　　2 3　　18

合　計　　　97　13　10 277
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付表6　梯型魚礁区における建網の漁獲重量(5反換算)
単位: g

年　　'91　　〝　　〝　'92　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　　〝　'93　　〟　　〝　　合計

月/日　10/2311/12 12/3 1/8　2/5　3/5　4/15　5/12　6/16　7/14　8/26　9/2210/2211/2512/ll 1/6　2/10　3/3

rlil監

アカカマス

Iimm

カサコや　　　　183　　400　　400

カワハキや　　　　383　　75

167　167　121　　　　　415

133　108　　　　　　243　　63

12

31

105

105　133

975

12

31

205　1,973

458

キシつ1タ　　　　333　　233　　750

クシ寸メ

クロタヾイ　　　　117

コイチ

コショウタやイ　　　267　　383

116　　　　　　　89　　　92　　　84　　205

75

83

133

1,902

75

117

83

783

コノシロ　　　8,667　200

コチ　　　　　2,000

シロクヾチ

ススヾキ

タケノコメハつシ

558

233　　333

137

633　183　220　　　1,667　163

475　131

147 54　　34

114　　　　　937　6082,788

ll,733

3,164

235

5,013

166　　　　106 1,535　156　142　223　　　　　2,465

トカケやェソ

日iwmi

マコがレイ

マタつ

mm

829

41　　　　　　48

93　　79　　　　　139　　　　　　44　100　　　　　　81

38

39

829

89

536

38

39

メハつシ　　　　　　　133　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81　　　　　　　　　　　　　　　　　　　560　127　　69　　　　　228　1,198

合　計11,950 1,424 1,150　558　400　633　366　995 1,150　331 1,3433,941 3,4942,610　416　331　223　433　31,748
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付表7　タートル魚礁区における建網の漁獲尾数(5反換算)
単位:尾

年　　'91　〝　　〝　'92　　〟　　〝　　〝　　〟　　　〝　　〝　　　〝　　〝　　〝　　　〝　　　〝　'93　　〝　　〝　　合計

月/日10/2311/1712/10 1/17　2/18　3/12　4/28　5/30　6/24　7/21　8/12　9/9　10/6　11/5 12/16 1/14　2/19　3/3

ma

アイナメ

アカシタヒやラメ

イシがレイ

イシタつ

1　　　　　　　　　　　　　　　　2

関　　　目　　　弱　　ij　　　　晃　　　　　　　闇　　　　日　　　　照　　　円　　il　　　　　　　闇　　　　閑

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1　　　1

to mm

ウマツヾラバキ寸

3　　　1

カサコや　　　　　1　　　　　1

力男＼キヾ　　　　　2　　1

キシつ1タ　　　　　2

1　　　　　　　1

1

2
4

l

　

1

　

4

5　3

1

4

2

4　1　7

1　1

キス

クシやメ

クロタやイ

クロソイ　　　　　1

コイチ

3

1 1 1

1

1　2　1

1

1

1

2

1

1

2 00

2　6　4

1

コショウタやイ　　　1`

コノシロ　　　　　　4　　　　　　　1

コ　チ

シロクやチ

13　　　1

1　　　　　　1

2　　　　1

ススヾキ　　　　　　　　　　　　　2　　　8　　　3　　1　　2　　　1

1

1 1

管
n

3

E
:

1

3

00

タケノコメ八つレ

タやツ

トヒやウオ

ネスやミコやチ

aiffi

5　　　　4
2 7

5
E

2 1 2

マコがレイ

メ八つレ

合　計　　11
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付表8　タートル魚礁区における建網の漁獲重量(5反換算)
単位: g

・　　　91　　　　　　　'92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'93

月/日10/2311/1712/10 1/17　2/18　3/12　4/28　5/30　6/24　7/21　8/12　9/9　10/6　11/5 12/16 1/14　2/19　3/3
アイコや

アイナメ

アカシタヒヾラメ

イシがレイ

イシタヾイ

359　　　　　　　　　　　　　　　　67　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　426

967　178 13,703 1,581 1,453　　　　　508　104　　366　192　　94　　　　　273 19,419

75　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75

63 63

46　　　84　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　130

イホヾタつ　　　　　　183　　71

ウマツやラバキ寸

カサコや　　　　　83　　　　　107

カワハキヾ　　　　46　　25

キシつ1タ　　　　225

150　　　　　　339

243

117　　　　　　　　　　　　　　　31　　201　　16

307　　　　　　　　　　　390　　489　　379　　119

93

254

489

526

436

66　　　　1,975

キス

クシヾメ

クロタヾイ

クロソイ　　　　192

コイチ

24

472　　　　　　　　　　　　　　　150

53　　125

434　　192　　53　　130　120

872　　225

m

64　　　　　204　864　1,754

335

94　197　　　　　　　　　　　　1,412

1,152

コショウタつ　　108

コノシロ　　　　　504　　　　　　　64

コ　チ

シロクヾチ

595　　　18

ら662　　　92　　　　8,100　140　　　　　　48　　269
150　　　　　　336　　　　　　322　　185　180

428　　142　　　　　　　57　　　　　　　　　　　　　　　　94

721

10,879

1,173

721

ススヾキ　　　　　　　　　　　354 1,054　358　150　216　100　　　　　115 1,975　406　5,336　8,224　501 1,112　1983,156　23,255

タケノコメ八つレ

タやツ

トヒヾウオ

ネスヾミコヾチ

msm

323　　319　153　　285　580　460　179　　541 1,289　　　　171　　　　4,386

138

245

50

23

138

マコがレイ　　　　　　　　　　250　　　　133　　　　　　75　179　203　　　　　　　　　198　　　96　　　　　　　　　　　　　75　　　　1,209

メハつレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　258　　36　　　35　350　689　　　90　　7162,801 140　719　569　6,403

846 1,054　641 1,117 4,274 15,409 4,172 ll,052　3,885　3,665　6,912 10,439 5,137 1,432 1,433 4,862　77,696
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